
パ
ピ
ア
Y

・巴
凶
鼻
・
航
路
と
も
記
車
、
れ
、
も
と
加
m
H
一
文
化
の
初
年
に
残
し
た
の
で
あ
ら
う
と
加
能
例
諮
史

の
箆
で
、
思
俊
又
は
窓
容
と
和
す
る
部
品
川
で
あ
っ
た
一
に
は
論
じ
て
ゐ
る
。
そ
の
忌
辰
を
十

一
且
ご
日
と
す

が
、
夙
に
京
都
に
出
で
、
南
山
田
寺
の
伊
留
指
に
よ
り

一
る
も
彦
仰
の
潟
仰
の
十

一
且

H
二
日
が
混
ぜ
ら
れ
た

て
滴
疾
を
附
附
さ
れ
た
を
徳
と
し
、
途
に
交
抗
し
て
布

一
も
の
と
思
は
札
、
こ
の
思
仰
の
濯
逝
は
秋
で
あ
っ
た

敬
に
従
ひ
、
又
施
療
を
行
う
た
と
偲
へ
ら
れ
る
。
天

一
の
で
あ
る
。
そ
の
七
州
忌
誼
話
集
に
『
な
ふ
し
も
き
』

正
十
三
年
出
附
防
士
と
宗
諭
し
て
取
れ
た
と
切
支
丹

一
が
あ
る
。

宗
門
来
羽
白
砲
に
制
せ
ら
れ
る
ハ
ピ
7

y
、
文
総
元

一

ハ
マ

涜

能

楽

部
板
卸
郷
に
図
す
る
郎
前
。
郷

年
天
草
の
耶
隊
合
研
林
で
出
版
し
た
凶
諜
縦
町
内
字
本

一
村
名
器
抄
に
、
こ
の
討
は
初
め
捕
方
の
抜
士
等
、
滋

平
家
物
間
放
出
国
編
郊
の
フ
カ

y
・
プ
ワ
ピ
ア

y
、
陸

一
十
六
町
(
川
出
家
の
地
〉
の
懸
作
に
し
て
町
た
も
の
で
あ

長
十
年
妙
貞
問
答
を
諾
し
て
基
督
教
の
大
訟
を
述
べ

一
る
が
、
民
治
三
年
に
手
上
高
と
し
て
村
名
を
秘
す
る

た
不
干
節
也
八
n

階
、
間
十
一
年
林
道
春
が
そ
の
弟
信

一
に
京
っ
た
と
記
す
る。

澄
と
共
に
、
松
氷
点
徳
の
紹
介
に
よ
っ
て
初
問
闘
論

一

ハ
マ

演

石

川

州
州
事
光
寺
の
内
の
小
芋
。

し
て
、
排
山
政

ω
一
一
制
を
縦
山
文
集
中
に
治
さ
し
め

一

ハ
マ
ア
ソ
ピ

涜
滋
び

金
州
仰
の
士
民
が
、
石
川

た

mm酢
合
者
不
千
氏
は
皆
同
一
人
で
あ
る
。
然
る
に

一
一
川
岱
映
の
保
障
に
的
経
び
を
す
る
こ
と
は
、
務
政
の

間出
M
K
十
八
年
の
料
品
令
以
後
、
彼
も
亦
斡
宗
の
止
む
を

一
一肌四

H
巾
に
行
は
れ
た
。

得
ざ
る
に
京
っ
た
如
く
、
元
利
六
年
法
相
旧
教
を
税
制

一

ハ
マ
カ
イ
ホ
ツ

涜
開
設
…
h

ヵ
ィ
能
楽
都
板

す
る
伐
に
、
破
犯
乎
子
の
一
訟
を
諾
し
た
ハ
ピ
ア

Y

一
抑
制
加
に
開
削
す
る
畑
町
問
。

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一

ハ
マ
キ
タ

涜
北

河
北
部
金
持
庄
に
鴎
す
る
北

ハ
ヒ
ニ
ハ
友
庭

珠
洲
柑
折
戸
の
内
の
小
字
。

一
(
惚
即
日
名
〉
は
、
明
治
巾
に
奈
っ
て
出
北
と
改
め
ら
れ

コ
T

M

B

干
ザ

一

ハ
ヒ
フ
キ
ギ
ン
茨
吹
銀
一
に
小
刷
鋭
と
も
切

一
た。

銀
と
も
い
ふ

o
M吹
鋭
付
嵐
長

・
元
利
の
頃
に
も
見

一

ハ
マ
グ
リ
ザ
カ
シ
ン
ミ
チ
蛤
扱
新
遺
金
部
帥加

え
、
寛
永
七
年
に
も
之
を
製
し
て
、
従
来
山
版
印
鋭

一
坂
の
下
か
ら
、
開
川
川
叫仰を
上
る
依
来
を
い
ふ
。
も

に
交
へ
、
加
到
滞
領
内
に
泌
用
喧
し
め
た
と
あ
る
。

一
と
河
脈
E
あ
っ
た
が
、
際
限
一苅
年
七
且
蛤
坂
の
閉
山
か

後
附
小
玉
刊
酬
を
抗
吹
鋭
と
も
桝
し
た
が
、
四
永
の
は

一
ら
吹
上
坂
に
誤
る
ま
で
挺
防
を
祭
出
し
、
漸
次
家
屋

之
と
異
に
て
、
地
仰
を
初
〈
刷
出
し
、
そ
の
似
に
随
ひ

一
の
怒
っ
に
及
ん
で
、
明
治
三
年
七
且
蛤
坂
新
町
と
公

切
断
使
用
し
、
銭
代
の
倣
乏
を
紛
う
た
の
で
あ
る
。

一
都
し
た
が
、
俗
に
は
蛤
坂
新
道
と
呼
ば
れ
る
。

後
承
郎
三
年
、
引
氷
泌
賀
新
践
の
行
は
る
L

に
及
ん

一

ハ
マ
グ
リ
ザ
カ
マ
チ
蛤
坂
町

金
持
の
川
名
。

で
、
灰
吹
銀
の
使
用
を
停
止
し
た
。

一
部
名
を
妙
腿
寺
坂
と
い
う
た
。
佐
古
こ
の
地
の
泉
野

パ

プ

ツ

馬
備
金
搬
の
俳
人
。
似
青
院
の
的
。

-
で
あ
っ
た
時
か
ら
阪
に
沼
山
町
が
を
っ
た
が
、
元
総
年

制
一見
門
に
問
で
孤
賂
と
蹴
し
、
見
風
が
築
い
た
供
利

一
間
よ
り
漸
〈
脱
獄
し
、
享
保
の
火
災
の
際
大
に
混
雑

伽
m

維
の
線
史
探
を
叫
刷
(
し
、
闘
史
七
回
忌
に
幻
梓
限

一
し
て
慌
技
人
を
出
し
た
。
放
に
そ
の
後
家
屋
を
退
か

集
を
出
し
た
。
潟
仰
は
見
政
丸
年
に
四
十
肢
で
あ
り
二
せ
て
川
停
を
梨
出
し
二
係
の
逝
絡
を
聞
い
た
の
で
、

泌
訟
に
文
政
十
二
年
授
と
す
る
が
、
そ
れ
は
践
で
、

-m人
は
焼
け
て
後
日
を
聞
い
た
と
の
沼
E
、
蛤
坂
と

呼
ん
だ
と
い
ふ
。
蛤
坂
の
辺
り
筋
付
も
と
妙
腿
寺
門

前
と
解
し
た
が
、
明
治
四
年
四
且
戸
籍
編
成
の
際
新

に
蛤
坂
町
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
。

ハ
マ
ゲ
イ
コ

涜
稽
古

加
民
間
附
に
於
い
て
、
長

原
雌
射
的
の
銃
砲
術
を
、
石
川
都
宮
腰
又
は
山
首
一
止
寺

の
お
滋
に
行
う
た
こ
と
を
い
ふ
。

ハ
マ
サ
キ
チ
ョ
ウ
ジ
ロ
ウ

涜
崎
長
治
郎

輪
島

塗
に
時
給
を
施
し
た
も
の
込
組
。
も
と
大
坂
の
人
呆

徳
訟
の
長
子
で
、
寛
政
十
三
年
一
1
月
生
ま
れ
、
幼
名

徳
治
、
次
い
で
宗
主
口
と
殴
め
た
。
文
化
中
京
に
入
。

四
僚
中
川
氏
に
時
給
の
術
を
割
引
う
て
之
に
刊
し
、
天

保
の
初
輪
島
に
来
っ
て
そ
の
識
に
従
う
た
。
こ
れ
先

代
前
崎
長
治
郎
が
輪
応
援
に
時
絡
を
館
関
せ
ん
と
欲

し
、
宗
古
口
を
養
子
と
し
た
る
に
よ
る
。
宗
世
間
後
に
十

三
代
長
治
郎
と
な
り
、
明
治
二
年
九
』
十
凶
日
を
以

て
裂
し
た
。

ハ
マ
サ
ミ

涜
佐
美
能
業
制
佐
奨
の
松
村
で
あ

る
が
、
大
事
寺
務
は
濁
立
の
部
併
に
敏
へ
て
ゐ
た
。

笈
刊
日
記
問
に
、
邑
民
は
越
前
米
納
津
村
か
ら
引
越
し

た
も
の
で
、
三
凶
商
光
寺
の
門
徒
で
あ
っ
た
が
、
寛

政
中
限
光
寺
が
錦
織
仮
に
な
っ
た
か
ら
、

一
一
羽
目
末

山
一
一
徳
寺
に
屈
し
た
と
あ
る
。
出
佐
裂
は
明
治
以
降
亦

濁
主
の
部
務
と
す
る
。

ハ
マ
ソ
ウ
ガ
ハ

涜
相
川

一一

h
t
石
川
抑
制

川
の
内
の
小
字
で
、
元
は
上
柑
川
及
び
一
q
屋
と
い

う
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
マ
ダ

沼
田

能
楽
都
板
神
郷
に
邸
す
る
師
、
家

の
地
で
あ
っ
た
。
天
正
十
三
年
二
且
九
日
附
村
上
次

郎
左
衛
門
粗
筋
か
ら
小
松
本
蓮
寺
に
宛
て
た
谷
地
獄

に
、『
永
代
奉
野
地
問
品
之
原
。
合
六
反
省
、
加
州
能

楽
部
小
松
滋
閃
之
内
中
道
よ
り
雨
宮
寺
御
屋
敷
際
間

五
反
凱
刷
所
之
品
質
反
也
。
云
々
』
と
あ
る
。

ハ
マ
ダ

沼
田

石
川
端
耐
合
の
内
の
小
手
。

ハ
マ
ダ

沼
田

羽
咋
稲
山
石
川
の
内
の

小
字
。

ハ
マ
ダ

涜
因

調
羽
咋
郡
何
回
の
内
の
小
字
。

ハ
マ
ダ

演
田

山
出
向
榔
熊
木
院
に
臨
す
る
部
族

O
-

久
腕
加
夫
郡
阿
良
加
芯
地
古
制
批
山
岡
氏
郎
三
年
の
す
〓

俗
叫
叫
に
郡
山
監
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る。

=

ハ
マ
ダ
ゾ
ウ
リ

涜
因
草
履

腿
応
部
以
川

・
川口〓

田
町
・
河
附
容
に
製
す
る
草
山
間
で
、
絡
に
色
彩
あ
る

=

布
片
を
交
へ
て
絢
う
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
名
郡
は

=

隣

ωに
出
刷
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
初
め
た
お
で
あ
一
一

ら
う
と
い
は
れ
る
。

=

ハ
マ
ダ
ヤ
ヲ
シ

演
目
薬
師
邸
主
抑
大
川
の

m
-

m谷
内
な
る
小
訟
に
在
る
。
能
菅
名
跡
芯
に
、『
是
付

=

時
凶
の
散
村
に
大
川
と
い
ふ
既
に
あ
h
d
o
鐙
品
聞
の
諜

=

附
如
来
、
お
同
十
二
一
知
郎
の
内
な
り
。
』
叉
能
税
総

=

に
、『
出
の
梨
仰
と
て
、
弘
法
大
仰
の
作
仰
と
い
」
般

=

像
あ
り
。
む
か
し
は
聞
の
坊
と
い
ふ
寺
あ
り
と
い
へ一
一

旬。
』
と
記
す
る
。
今
の
像
の
内
面
に
似
京
一
一
段
次
丁
目

1
1
十
二
且
十
三
日
放
白
と
あ
る
の
付
加
国
銘
で
あ
ら
う

=

が
、
仰
怖
は
新
法
の
も
の
で
あ
る
。

=

ハ
マ
ナ
コ
ゲ
ン
ダ

漬
名
小
源
太

後
五
兵
衛
と

=

改
め
た
。
元
総
七
年
養
父
小
十
郎
の
也
知
百
五
十
石

ニ

を
受
け
、
事
保
九
年
五
十
石
を
加
へ
、
源
光
院
附
御
E

間
人
と
な
り
、覧
紅
一
二
年
七
十
九
訟
を
以
て
残
し
た
o
E

ハ
マ
ナ
ヤ
ゴ
エ
モ
ン

演
名
禰
五
右
衛
門
初
め

=

て
前
川
利
川
に
仕
へ
て
四
百
石
を
受
け
た
。
子
孫
刊
二

川
滞
に
仕

へ
る
o

E

ハ
マ
ノ

涜

野

能

美
刑
制
安
宅
新
と
郡
佐
炎
と
の

=

聞
に
在
る
砂
丘
を
い
ふ
。

=

ハ
マ
ハ
ツ
主

演
八
回

石
川
加
入
凶
の
内
の
小

ニ

宗。
ハ
マ
ヤ
ス
ハ
ラ

涜
安
原

の
小
芋
。
ハ
ヤ
ウ
チ
早
打

市川
政
時
代
に
、
特
使
を
命
ぜ

石
川
郡
下
安
阪
の
内

ハヒ
ーー
ハヤ

六
八

---，、


